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真間川事業再評価真間川事業再評価

平成２５年１月２４日平成２５年１月２４日

千葉県千葉県

１．事業評価の対象範囲１．事業評価の対象範囲
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２２..真間川の現状真間川の現状 ①流域開発の進行①流域開発の進行

台地部 低地部

２

２２..真間川の現状真間川の現状 ②市街化の進展②市街化の進展

３

市
街
化
率
（％
）

S30 S40 H17

２３

３６

６７

50%

30%

70%

昭和30年 昭和40年 平成17年



資料５

４

平成８年

時間最大

31mm/h

総雨量

265mm

平成５年

昭和61年昭和56年昭和33年

２２..真間川の現状真間川の現状 ③改修に伴う浸水区域の減少③改修に伴う浸水区域の減少
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３．事業内容３．事業内容

船橋市

①
②

③
④

①国分川・春木川調節池

②春木川

③国分川

④大柏川第２調節池

⑤派川大柏川
（休工中）

⑤
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３３..事業内容事業内容 ①① 国分川･春木川調節池国分川･春木川調節池

６

上池

中池

下池

越流堤→

←越流堤

連絡樋管

迂回道路
春雨橋

（春木川調節池)

（国分川調節池）

国分川

春木川

７

３３..事業内容事業内容 ②② 春木川春木川

春雨橋

←春木川

←国分川

東国分中学校

越流堤

↑

迂回道路

（11月に閉鎖)
改修済区間(一部未改良）

今年度完了区間

掘削済箇所の状況

中池

掘削済箇所
下池

春木川調節池

今後整備区間

越流堤
(河川側流入口）
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８

３３..事業内容事業内容 ③③ 国分川国分川

←国分川

国分川→

←国分川分水路

聖徳学園

国分川水門

北総鉄道

県道松戸原木線

国分川3号橋

施行済

施行済(松戸市)

国分川2号橋

Ｒ４６４

残事業区間

３３..事業内容事業内容 ④④ 大柏川第２調節池大柏川第２調節池

一級河川起点

施行済

９

未施工

市川市施工区間
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社会経済情勢社会経済情勢 地形状況地形状況

市街化の市街化の｢｢進行進行｣｣とと｢｢集中集中｣｣に伴うに伴う
水害危険度の増大。水害危険度の増大。

４．事業の必要性に関する視点４．事業の必要性に関する視点
①① 事業を巡る社会情勢等の変化事業を巡る社会情勢等の変化

｢｢台地部台地部｣､｢｣､｢低地部低地部｣｣を問わず、を問わず、
開発が進行したことに伴う開発が進行したことに伴う
水害危険度の増大。水害危険度の増大。

４．事業の必要性に関する視点４．事業の必要性に関する視点
②② 事業の投資効果事業の投資効果

事業実施前事業実施前

浸水想定区域の変化浸水想定区域の変化
W=1/7.5(50mm/hrW=1/7.5(50mm/hr規模規模))

事業実施後事業実施後

改修により改修により
浸水が解消。浸水が解消。

①① 想定浸水区域想定浸水区域 806ha806ha

②② 想定浸水世帯想定浸水世帯 22万万88千千世帯世帯
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事業実施前
昭和54年

河川沿いのほぼ全ての地域で浸水河川沿いのほぼ全ての地域で浸水
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改修費用の妥当性評価改修費用の妥当性評価

総便益の算定(B)
(被害が解消される事によってどれだけの
恩恵を受けるかをお金に換算した結果。)

総費用の算定(C)
（建設費や維持管理費など、
事業を行う為に必要なお金）

※費用対効果（総便益Ｂ/総費用Ｃ）の算定。
※投資した費用に対して得られた効果

・B/C=1以下：投資に見合った経済効果が無い。
・B/C=1 ：投資に見合った経済効果を発揮。
・B/C=1以上：更に高い経済効果が発揮される。

４．事業の必要性に関する視点４．事業の必要性に関する視点
②② 事業の投資効果事業の投資効果 (1)(1)事業の投資効果検討方法事業の投資効果検討方法
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浸水被害の解消浸水被害の解消 （時間雨量（時間雨量50mm50mm（確率（確率1/7.51/7.5規模）を含むこれ以下の規模）を含むこれ以下の

洪水に対する浸水被害の解消。）洪水に対する浸水被害の解消。）

◆◆ 浸水面積浸水面積 806ha806ha

◆◆ 浸水世帯数浸水世帯数 28,00028,000世帯世帯

◆◆ 想定被害額想定被害額 5,7395,739億円億円

４．事業の必要性に関する視点４．事業の必要性に関する視点
②② 事業の投資効果事業の投資効果 (2)(2)総便益（総便益（BB）の算定）の算定

総便益（総便益（BB））58,19958,199億円億円

事業完了後、事業完了後、5050年間にわたって治水効果を発揮するものとして、年間にわたって治水効果を発揮するものとして、

その期間の被害軽減額を算出。その期間の被害軽減額を算出。

⇒⇒ 総便益は将来の効果を含めると、総便益は将来の効果を含めると、 117,900117,900億円となる。億円となる。
これをこれを※※現在の価値に換算すると、現在の価値に換算すると、58,19958,199億円億円と算出される。と算出される。

※※ 現在価値とは現在価値とは 将来の価値を現在の価値に将来の価値を現在の価値に置き換えた置き換えたものもの

総便益の算定総便益の算定

浸水被害が解消する。浸水被害が解消する。
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これまでの建設費と今後の建設費これまでの建設費と今後の建設費 1,6891,689億円億円

（現在の価値（現在の価値 36273627億円億円））

総費用（総費用（CC））4,0464,046億円億円

事業実施中及び事業完了後事業実施中及び事業完了後5050年間にわたる年間にわたる

維持管理費維持管理費 684684億円億円

（現在の価値（現在の価値 419419億円億円））

事業に要する総費用は現在の価値で事業に要する総費用は現在の価値で 4,0464,046億円億円

＋

（＝3,627億円＋419億円）
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４．事業の必要性に関する視点４．事業の必要性に関する視点
②② 事業の投資効果事業の投資効果 (3)(3)総費用（総費用（CC）の算定）の算定
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②② 事業の投資効果事業の投資効果(4)(4)費用対効果の検討結果費用対効果の検討結果
４．事業の必要性に関する視点４．事業の必要性に関する視点

※費用対効果（総便益Ｂ/総費用Ｃ）※投資した費用に対して得られた効果

58,199億円÷4,046億円=14.4 ＞1.0

総便益
117,900億円

総費用の算定(C)

総費用
2,373億円

現在価値化
4,046億円

現在価値化
58,199億円

総便益の算定(B)
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国分川分水路国分川分水路 100100
真間川真間川 100100
大柏川大柏川 9988
国分川国分川 8855
春木川春木川 5353
派川大柏川派川大柏川 00

大柏川第大柏川第11調節池調節池 100100

国分川・春木川調節池国分川・春木川調節池 6677

大柏川第２調節池大柏川第２調節池 00

各河川の進捗率：延長比（％）

全体で86% 完成

各調節池の進捗率：容積比（％）

全体で69％ 完成

４．事業の必要性に関する視点４．事業の必要性に関する視点
③③ 事業の進捗状況事業の進捗状況

改修済

施工中

未改修

５．事業の進捗の見込みの視点５．事業の進捗の見込みの視点
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① 河道改修

・河道改修における用地取得は難航箇所が少ないことから、事業の進捗を進め、

早期の治水効果発現を目指す。

② 調節池

・国分川･春木川調節池は、現在工事中であり、まもなく完了見込。

・大柏川第2調節池は、用地取得を重点的に実施しており、現在８割弱を取得済み。

今後は、段階的な整備を進めていく。

６．６．コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点
・ 河道改修が概ね完了の見込みであり、現段階では代替案は考慮しない。

・ これまでの事業実施の中で河道改修、調節池などを計画の際には経済性を考慮

し実施してきた。さらに、橋梁の統廃合を実施し、コスト縮減を図った。

・ 今後の施設整備においては、最新知見に基づく工法採用等でコスト縮減を図っていく。
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７７..対応方針（案）対応方針（案）

（１）事業の必要性に関する視点（１）事業の必要性に関する視点

①社会経済情勢等①社会経済情勢等の変化の変化

・・台台地部低地部を問わず、市街化の進行と集中に伴う水害危険度の増大地部低地部を問わず、市街化の進行と集中に伴う水害危険度の増大

②事業の投資効果②事業の投資効果

・費用対効果・費用対効果 B/C=14.4B/C=14.4 > 1> 1

・時間雨量・時間雨量50mm/hr50mm/hr（（1/7.51/7.5規模）を含めたこれ以下の浸水被害の解消規模）を含めたこれ以下の浸水被害の解消

（事業開始前時点の想定浸水面積約８０６（事業開始前時点の想定浸水面積約８０６hahaを浸水なしとする）を浸水なしとする）

③③事業の進捗状況事業の進捗状況

・・事業進捗率＝８８％事業進捗率＝８８％

（２）事業進捗の見込み（２）事業進捗の見込みの視点の視点

・計画に従い・計画に従い順次順次河道改修を完了し、残る調節池事業の進捗を図る。河道改修を完了し、残る調節池事業の進捗を図る。

（３）コスト縮減や代替案の視点（３）コスト縮減や代替案の視点

・河道改修に伴う橋梁の架替えをできるだけ減らす等で、コスト縮減が図れた。・河道改修に伴う橋梁の架替えをできるだけ減らす等で、コスト縮減が図れた。

・改修事業、調節池整備に当たっては、最新の知見による工法選定等を行う。・改修事業、調節池整備に当たっては、最新の知見による工法選定等を行う。

⇒⇒ 事業を事業を「継続」「継続」し、計画的に事業し、計画的に事業推進推進を図る。を図る。
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